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地
方
公
共
団
体
の
公
益
に
関
す
る
事
件
に
関
し
、
議
会
が
地
方
公
共
団
体
の
機
関
と
し
て
の
議
会
の
意
思
を
ま
と
め
た
文
書
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
意
見

書
は
国
会
及
び
関
係
行
政
庁
に
提
出
し
ま
す
。〉

〈
議
会
あ
れ
こ
れ
「
意
見
書
っ
て
な
ぁ
に
？
」
…

原
油
高
騰
の
直
撃
を
受
け
て
い

る
農
業
者
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
に
ガ
ソ
リ
ン
税
の
引
き
下

げ
及
び
軽
油
・
重
油
の
価
格
補

填
を
求
め
る
意
見
書

　

最
近
に
お
け
る
原
油
価
格
の
急

激
な
高
騰
は
、
国
民
の
生
活
を
直

撃
す
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
や

農
林
漁
業
・
運
送
業
を
初
め
と
す

る
各
種
事
業
に
深
刻
な
影
響
を
与

え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
で
農
業
に
つ
い
て
は
、
経
費
の

中
に
占
め
る
燃
料
費
の
割
合
が
高

い
施
設
園
芸
農
家
や
飼
料
の
高
騰

に
よ
る
畜
産
農
家
等
へ
の
影
響
が

大
き
く
、
農
業
経
営
を
圧
迫
し
て

い
る
。
よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、

原
油
高
騰
の
直
撃
を
受
け
て
い
る

農
業
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
、
ガ
ソ
リ
ン
税
の
引
き
下
げ
及

ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り
（
第
12
号　

平
成
20
年
11
月
1
日
発
行
）

－－－－－－－－－－

��

意
見
書

意
見
書

　

９
月
議
会
最
終
日
に
、

議
員
提
出
議
案
と
し
て
次

の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
以

下
、
内
容
を
要
約
し
掲
載

し
ま
す
。

び
軽
油
・
重
油
の
価
格
補
填
を
講

ず
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

国
道
17
号
バ
イ
パ
ス
（
本
庄

道
路
）
の
早
期
整
備
等
に
関

す
る
意
見
書

　

道
路
は
、
住
民
の
日
常
生
活
や

社
会
経
済
活
動
を
支
え
、
地
域
の

活
性
化
や
安
全
で
安
心
な
潤
い
あ

る
快
適
な
生
活
を
実
現
す
る
た
め

の
重
要
な
社
会
資
本
で
あ
る
。
地

方
分
権
を
的
確
に
進
め
る
中
に
お

い
て
、
国
及
び
地
方
に
と
っ
て
真

に
必
要
な
道
路
整
備
が
適
切
に
行

わ
れ
る
よ
う
、
国
に
対
し
て
①
埼

玉
県
北
及
び
群
馬
県
南
地
域
の
経

済
活
動
の
促
進
や
災
害
時
に
お
け

る
緊
急
輸
送
路
の
確
保
等
に
必
要

不
可
欠
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
東

京
圏
か
ら
上
信
越
地
方
を
つ
な
ぐ

国
土
形
成
上
極
め
て
重
要
な
幹
線

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
す
る

国
道
17
号
バ
イ
パ
ス（
本
庄
道
路
）

の
早
期
整
備
②
道
路
特
定
財
源
の

一
般
財
源
化
に
あ
た
っ
て
は
、
地

方
財
政
に
影
響
が
及
ば
な
い
よ
う

必
要
な
措
置
を
講
じ
、
地
方
道
路

整
備
臨
時
交
付

金
の
制
度
を
堅

持
す
る
こ
と
を

強
く
要
望
す
る
。

協
同
労
働
の
協
同
組
合
法

（
仮
称
）
の
速
や
か
な
制
定

を
求
め
る
意
見
書

　

非
営
利
団
体
の
一
つ
で
あ
る

「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
」
は
、

「
働
く
こ
と
」
を
通
じ
て
、
「
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
を
取
り
戻
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
目
指

す
」
活
動
を
続
け
て
い
る
が
、
現

在
は
法
的
根
拠
が
な
い
た
め
、
社

会
的
理
解
が
不
十
分
で
、
団
体
と

し
て
入
札
・
契
約
が
で
き
な
い
、

社
会
保
障
の
負
担
が
働
く
個
人
に

か
か
る
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。「
協

同
労
働
の
協
同
組
合
」
は
、
市
民

事
業
に
よ
る
市
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
を
創
造
す
る
も
の
で
あ
り
、

働
く
こ
と
・
生
き
る
こ
と
に
困
難

を
抱
え
る
人
々
自
身
が
社
会
連
帯

の
中
で
仕
事
を
お
こ
し
、
社
会
に

参
加
す
る
道
を
開
く
も
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
社
会
の

実
情
を
踏
ま
え
、
課
題
解
決
の
有

力
な
制
度
と
し
て
、
「
協
同
労
働

の
協
同
組
合
法
」
の
速
や
か
な
る

制
定
を
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
さ

ら
な
る
普
及
促
進
を
求
め
る

意
見
書

　

太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
、
天

然
資
源
に
乏
し
い
我
が
国
に
お
い

て
広
く
普
及
が
可
能
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
あ
る
。「
環
境
立
国
」
を

掲
げ
る
我
が
国
で
、
化
石
燃
料
に

よ
ら
な
い
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
さ
ら
な

る
普
及
促
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

国
に
対
し
て
①
住
宅
用
太
陽
光
発

電
導
入
促
進
対
策
費
補
助
金
補
助

事
業
制
度
の
再
導
入
並
び
に
同
事

業
予
算
の
拡
充
②
集
合
住
宅
用
の

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
導
入
支
援

策
の
推
進
③
国
主
導
に
よ
る
大
規

模
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
本
格

的
導
入
並
び
に
そ
の
た
め
の
制
度

整
備
④
導
入
コ
ス
ト
低
減
に
か
か

わ
る
技
術
開
発
促
進
策
の
推
進
⑤

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
普
及
促

進
の
た
め
の
情
報
発
信
・
啓
発
活

動
の
推
進
な
ど
を
強
く
要
望
す
る
。

9
月 

1
日
㈪ 
本
会
議
、
会
期
の
決

定
・
諸
報
告
・
議
案
の

上
程
・
議
案
説
明
・
監

査
報
告

 
 

2
日 

㈫ 

休
会

 
 

3
日 

㈬ 

休
会

 
 

4
日 

㈭ 

本
会
議
、
議
案
質
疑
・

委
員
会
付
託
等

 
 

5
日 

㈮ 

休
会

 
 

6
日 

㈯

 
 

7
日 

㈰

 
 

8
日 

㈪ 

福
祉
文
教
委
員
会

 
 

9
日 

㈫ 

建
設
委
員
会

 
 

10
日 

㈬ 

総
務
委
員
会

 
 

11
日 

㈭ 

市
民
環
境
産
業
委
員
会

 
 

12
日 

㈮ 

休
会

 
 

13
日 

㈯

 
 

14
日 

㈰

 
 

15
日 

㈪

 
 

16
日 

㈫ 

本
会
議
、
一
般
質
問

 
 

17
日 

㈬ 

本
会
議
、
一
般
質
問

 
 

18
日 

㈭ 

本
会
議
、
一
般
質
問

 
 

19
日 

㈮ 

休
会

 
 

20
日 

㈯

 
 

21
日 

㈰

 
 

22
日 

㈪　

本
会
議
、
委
員
長
報
告
・

質
疑
・
討
論
・
採
決

 
 

  

議
員
提
出
議
案
の
上

程
・
説
明
・
質
疑
・
討

論
・
採
決

 
 

  

市
長
追
加
提
出
議
案

の
上
程
・
説
明
・
質
疑
・

討
論
・
採
決
等

●
平
成
20
年

　

第
3
回
定
例
会

（
9
月
）日
程
●

　

９
月
定
例
会
最
終
日
に
、
平
成

19
年
度
深
谷
市
一
般
会
計
決
算
認

定
に
対
す
る
附
帯
決
議
を
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

深
谷
市
議
会
と
し
て
は
、
平
成

20
年
２
月
に
発
覚
し
た
生
活
保
護

費
不
正
受
給
事
件
及
び
平
成
20
年

６
月
に
発
覚
し
た
深
谷
市
立
「
山

の
家
」
に
お
け
る
公
金
横
領
事
件

の
重
大
性
に
か
ん
が
み
、
今
後
、

二
度
と
こ
の
よ
う
な
事
件
が
発
生

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
ま
た
、

一
日
も
早
く
市
民
の
信
頼
が
回
復

す
る
よ
う
市
長
に
対
し
て
要
請
す

る
た
め
、
中
村
和
男
議
員
ほ
か
９

人
よ
り
提
出
さ
れ
ま
し
た
附
帯
決

議
を
可
決
し
ま
し
た
。
可
決
し
ま

し
た
附
帯
決
議
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。

　

９
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
福
祉

文
教
委
員
会
に
お
い
て
も
、
一
般

会
計
決
算
認
定
に
対
し
て
、
生
活

保
護
費
不
正
受
給
事
件
に
関
し
、

事
件
の
全
容
解
明
と
そ
の
原
因
究

明
を
徹
底
的
に
行
い
、
責
任
の
所

在
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
市
民

に
信
頼
さ
れ
る
市
役
所
づ
く
り
を

職
員
一
丸
と
な
り
、
強
い
決
意
を

持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
な
ど
を
求

め
る
附
帯
決
議
が
附
さ
れ
て
い
ま

す
。

平
成
19
年
度
深
谷
市
一
般
会
計
決
算

認
定
に
対
す
る
附
帯
決
議
を
可
決

請
願
の
審
査
結
果

協
同
労
働
の
協
同
組
合
法
（
仮

称
）
の
速
や
か
な
制
定
を
求
め

る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願

　

さ
い
た
ま
市
南
区
南
本
町

　

２
―
５
―
15
Ｍ
Ｍ
オ
フ
ィ
ス

　

２
０
１
号

　

｢

協
同
労
働
の
協
同
組
合
」

　

法
制
化
を
め
ざ
す
市
民
会
議

　

･

埼
玉　

会
長

　
　
　
　
　

　

内う
ち

野の　

富と
み

夫お

　
　
　
　
　
　
　
　
（
採　

択
）

消
費
税
の
税
率
引
き
上
げ
反
対

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
請
願

　

大
里
郡
寄
居
町
桜
沢
20
―
34

　

埼
玉
土
建
一
般
労
働
組
合

　

深
谷
寄
居
支
部

　

支
部
長　
　
　

今い
ま

井い　

敏と
し

雄お

　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
48
人

　
　
　
　
　
　
　
（
継
続
審
査
）

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
さ
ら

な
る
普
及
促
進
を
求
め
る
意
見

書
提
出
へ
の
請
願

　

深
谷
市
岡
部
２
０
７
０

　

公
明
党
深
谷
支
部
青
年
局

　
　
　
　
　
　
　

吉よ
し

田だ　

孝こ
う

平へ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
（
採　

択
）

請
願
第
12
号

請
願
第
13
号

請
願
第
14
号

　平成２０年２月に生活保護費不正受給事件が、ま
た、平成２０年６月には深谷市立山の家において公
金横領事件が発覚した。
　特に、生活保護費不正受給事件に関しては、暴力
団員である受給者の恫喝があったとはいえ、５年の
長きにわたり問題解決のための組織的対応を行うこ
となく、漫然と不適切な生活保護費の支給を続け、
平成２０年９月１７日のさいたま地方裁判所熊谷支
部の本事件に対する判決において、組織的な対応と
いう意味で市の対応の不十分さが事件を助長したこ
とは否めないとまで言わしめた。
　かかる一連の事件は、深谷市民の市政に対する信
頼を失墜させるとともに、市行政に対する不信感を
著しく増大させたものであり、誠に遺憾である。
　ついては、深谷市議会は、平成１９年度一般会計
歳入歳出決算を認定したが、今後、二度とこのよう
な事件が発生することのないよう、また、一日も早
く市民の市政に対する信頼が回復するよう、市政の
最高責任者である市長に対し、下記事項について強
く要請する。

記
１　行政対象暴力対策等、組織的な対応の強化を図る

こと。
２　市長をはじめとした管理監督者の意識改革を図る

こと。
３　公金の取扱いに対する職員の意識改革を図ること。
４　公金の適正管理を徹底すること。
５　公務員としての自覚を持ち、法令を遵守すること。
６　行政運営に当たっては、前例主義や慣例主義にと

らわれることなく、公正な職務が執行できる組織体
制を確立すること。

７　市民のための市政を確立するため、市民への説明
責任を果たすこと。

以上、決議する。
　　　　　　平成２０年９月２２日　　深谷市議会

議案第 51号　平成 19年度深谷市
一般会計歳入歳出決算認定について
に対する附帯決議

　

附
帯
決
議
と
は
、
議
会
が

そ
の
議
案
に
つ
い
て
付
随
的

に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
意

見
ま
た
は
要
望
の
こ
と
で
、

平
成
19
年
度
一
般
会
計
決
算

に
対
す
る
議
会
と
し
て
の
意

思
を
表
明
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

議
会
用
語

附
帯
決
議
っ
て

な
ぁ
に
？

　

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
と
は
、

胸
当
て
式
エ
プ
ロ
ン
を
舞
台

に
見
立
て
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら

取
り
出
す
人
形
を
、
エ
プ
ロ

ン
に
つ
け
た
り
、
は
ず
し
た

り
し
な
が
ら
お
は
な
し
を
す

る
も
の
で
す
。
今
回
は
お
お

き
な
か
ぶ
を
演
じ
て
い
ま
す
。

エ
プ
ロ
ン
シ
タ
ー
っ

て
何
？

●表
●紙
●の
●写
●真

福
祉
文
教
委
員
会
で

附
帯
決
議


